
実践５年「日本の水産業は『今』

～シャコの海岸物語～」②

平成１８年よりシャコの自主禁漁が始まる。



実践５年「日本の水産業は『今』

～シャコの海岸物語～」⑤



誰でしょう？

大黒屋光太夫
（だいこくや こうだゆう、
宝暦元年（1751年） - 文政11年4月15

日（1828年5月28日））は、江戸時代後

期の伊勢国白子（現三重県鈴鹿市）の
港を拠点とした回船（運輸船）の船頭。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9D%E6%9A%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/1751%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%94%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/4%E6%9C%8815%E6%97%A5_(%E6%97%A7%E6%9A%A6)
http://ja.wikipedia.org/wiki/1828%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%8828%E6%97%A5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E5%8B%A2%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E9%87%8D%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%88%B4%E9%B9%BF%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%BB%E8%88%B9


４時間目

問題解決的な姿

～導入と見取りで万事OK！～



問題解決的な姿 ～授業記録から 視点と共に～

１ 学習問題を再確認（子どもが！）

発言１～５

２ 何を根拠に考えを伝えているか。

７ 大仏開眼式の出席者 ９ 建立後の鑑真の活躍

14 多角的な資料の見方 20 友達の考え自分の知識

３ 価値づけ 変容の見取り

１５に対する 教師の支援「こっちかな」

２５に対する 「あなたこっちだったよね」

４ 教師の出

２５を受けて 「さあ、どう考えます？」全体への



ふり返りが重要になる

問題解決的な姿～見取り①～



「ふり返り」が重要になる

問題解決的な姿～見取り②～

○本時の学習のふり返り（評価したことを指導に生かす・記録に残す）

・知識・事実をしっかりと書く。（黄色：知識の獲得）

・本時の学習問題について考え。（青色：思考・判断・表現

思考の変容を見取る）

「○○さんの発言（資料）の～～を聞いて」

「やっぱり私は～～」「考えが変わったそれは～～」

（「粘り強さ」や「問題解決しようとする姿」を見取るチャンス！）

○次時の学習問題について自分の考え・調べ方（指導に生かす）

・「自分は～～だと思う。それは････。」

・「だから、～～を調べたい。」

・「～～を伝えたい。」「○○さんに聞いてみたい。」

（学習の自己調整を見取るカギがここにある！）



問題解決的な姿～見取り③～

○事前の思いや発言を生かす

○ふり返りをもとに調べる意欲・表現力をはぐくむ（学習改善として）

・「すてきな気づきだね・・・

・「その考えを伝えるために・・・

・「○○さんも同じ（違う）考えをしているよ。



○三種の神器（勝手に命名）

「なるほど」…自己肯定感，自己承認→学び，

発言の意欲

「どういうこと？」…根拠の明確化，追究心の深化

「みんなはどう？」…共有，問題解決的な姿へ

○業間が学びをつくる

授業と授業の間→「業間」を大事にする。

登校時，給食時，休み時間のふとしたとき。

給食・昼休み♪



伝え合う（でも聴き合う）
○「伝える」意欲は，教師の支えがあってこそ。

・朱書きでべた誉め。

・さらに念押し。

・授業後にさらにだめ押し。

○言語活動を充実させるために

・あえて細かな指導はしない。

・「切実性のある問い」が発言の能動性を高め，

「切実性のある学び」が言語活動を充実させる。

・ベートーベンの「運命」から学ぶ。

主張→理由（多くて３つ）→だめ押し主張

給食・昼休み♪



能動的に問題解決的な学習をする子どもの姿。

①問いを見いだす姿「お」

②考えを持つ姿，仮説を立てる姿「か」

③調査，調べ学習を行う姿「し」

④考えを持ち，伝え合おうとする姿「つ」

⑤ ①～④を繰り返す。問い続けること。

学習問題の再構成。「く」

⑥この一連の学び方が社会の見方を広げる。

「り」

問題解決的な授業づくり～手立て①～



お宝資料（辛抱強く続ける） 5年

問題解決的な授業づくり～手立て②～



お宝資料（辛抱強く続ける） 6年

問題解決的な授業づくり～手立て②～



お互いの学習問題に
ついての思いを可視化

じっくり見つめる時間
記述への意欲が高まる

問題解決的な授業づくり～手立て③～


